
 

 

 

 

 

 

 

 

２学期も終盤です。コロナ禍ではありますが、大きな行事も、今年度は、ほぼ計画通り行うこ

とができ、子どもたちの生き生きした姿が見られています。保護者・地域の皆様にはご理解とご

協力を頂き感謝申し上げます。 

先日、来年度の生徒会役員選挙がありました。いよいよ、生徒会も 3 年生から 2 年生へとバ

トンが渡されます。 

早いものでもう 12 月。残りの 2 学期もよろしくお願いいたします。 

 

 

メディアとどう付き合っていく？「校長講話」 
 
11 月 22 日、校長講話があり、「スマホ・パソ

コン・タブレットの利用について考えよう」という

内容で、スマートフォンをはじめ、メディアとの付

き合い方についてお話がありました。 

 私たちの生活に欠かすことが出来なくなってい

るスマートフォンなどのメディアですが、その特性

をよく理解して上手に付き合っていかなければい

けません。全校で考えを出し合ったり職員も発表し

たりしながら、どうしていったらよいか考え、左の

黒板のように沢山の意見が出されました。  

学校でも授業でタブレットを使っていますが、自

分で調べたり友だちとの考えを共有したりオンラインでつながることが出来たりするなど、学習

のスタイルも大きく変わってきています。 

便利だしゲームは楽しいし･･･でも便利さや楽しさの裏にある危険についても忘れないで、自

分の生活を豊かに快適にする一つとして付き合っていけると良いですね。 

是非、ご家庭でも話をしてみてください。 
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10 月 28 日に人権学習として「多様性と助け合いの社会
を知ろう」というテーマのもと、講師に猪股さんと井出さん
をお迎えし、全校でお話をお聞きしました。 
先天性心疾患を患っている猪股竜さんと、筋ジズトロフィ

ーのため車いすで生活されている井出今日我さん（井出さん
は Zoom での参加）のお二人は、ありのままの自分を大切に
することや、助け合うことの大切さを、実体験を交えながら
明るい雰囲気で話してくださいました。授業のまとめはグル
ープに分かれて意見や感想を伝え合いました。「多様性」と
「助け合い」。これからの生活で大切になっていく重要なキ
ーワードになりそうです。 

 
 

 

 

 

 

 



「実りの秋」 子どもたちも職員も学び続けています 

10 月 31 日は小口先生が 2 年生の数学で、11

月 7 日は木籐岡先生が 3 年生の社会で、それぞれ

授業研究が行われました。 

そして 11 月 21 日は下伊那情報視聴覚研究大

会が行われ、他校から多くの先生が参観する中、倉

田先生が 2 年生の道徳の授業を公開しました。売

木中 2 年生とオンラインで繋がりながらお互いの

考えを深めていきました。子どもたちはどの授業

もひたむきに取り組み、話し合い、学びを深めてい

ました。 

 私たち職員もこうした授業研究を通し、子ども                    

たちとともに学び続けていきたいと思います。 

 

2 年数学「多角形の角」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売木中とオンラインで繋がりながら 

3 年社会「模擬裁判体験中」         2 年道徳 「手品師」 

 

♫♫音楽鑑賞教室♫♫ 
11 月 29 日は音楽鑑賞教室でした。パン･ノート･ 

マジックの皆さんによるスティールパンの演奏を下條

中と泰阜小の 6 年生と一緒に鑑賞しました。ドラム缶

から作られる音階のある打楽器、スティールパンは、世

界で最も心を癒やす音と言われているそうです。最後は

ハンカチやバンダナを振って一緒に盛り上がりました。 

素敵な音のあふれる時間となりました。 

  

  

 

 

 

 

 

 

１２，１月の予定  
１２月 １日（水）3 年総合テスト  2 学期期末テスト 

５日（月）～１８日（日） 家庭学習充実週間    
 6 日（火）村政を語る会               

９日（金）12 日（月）13 日（火）14 日（水） 保護者懇談会  

１５日（木）職員会議のため水曜日課   

２３日（金）２学期終業式   

１月１０日（火）３学期始業式  

１１日（水）３年総合テスト          

 

＜学校への信頼がより高まるよう，研修に努めています＞  
泰阜中学校では「本校から非違行為を絶対に出さない！」を合い言葉に、年間を通して研修を行

っております。また、保健室が「セクハラ・パワハラ等相談窓口」となっております。気になる点

等がありましたら、遠慮なくお問い合わせください。  

※今後も非違行為根絶に向けた職員研修を定期的に行ってまいります。  


